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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成26年3月20日(2014.3.20)

【公表番号】特表2012-519073(P2012-519073A)
【公表日】平成24年8月23日(2012.8.23)
【年通号数】公開・登録公報2012-033
【出願番号】特願2011-552428(P2011-552428)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  21/01     (2006.01)
   Ｂ０３Ｃ   1/00     (2006.01)
   Ｂ０３Ｄ   3/02     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ   3/12     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  49/00     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  49/08     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ  21/01    １０１Ａ
   Ｂ０３Ｃ   1/00    　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｄ  21/01    １０４　
   Ｂ０１Ｄ  21/01    １０２　
   Ｂ０１Ｄ  21/01    １０９　
   Ｂ０３Ｄ   3/02    　　　　
   Ｃ０１Ｇ   3/12    　　　　
   Ｃ０１Ｇ  49/00    　　　Ａ
   Ｃ０１Ｇ  49/08    　　　Ａ
   Ｂ２２Ｆ   1/00    　　　Ｗ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年1月31日(2014.1.31)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面が少なくとも１つの第１の界面活性剤で疎水化された少なくとも１つの粒子Ｐと、
表面が少なくとも１つの第２の界面活性剤で疎水化された少なくとも１つの磁性粒子ＭＰ
とからなる凝集塊であって、少なくとも１つの第１の界面活性剤として、一般式（Ｉ）
Ａ－Ｚ　（Ｉ）
〔式中、
Ａは、直鎖状または分枝鎖状のＣ3～Ｃ30アルキル、Ｃ3～Ｃ30ヘテロアルキル、置換され
ていないかまたは置換されたＣ6～Ｃ30アリール、置換されていないかまたは置換された
Ｃ6～Ｃ30ヘテロアルキル、Ｃ6～Ｃ30アラルキルから選択され、および
Ｚは、陰イオン性基－（Ｘ）n－ＰＯ3

2-、－（Ｘ）n－ＰＯ2Ｓ
2-、－（Ｘ）n－ＰＯＳ2

2-

、－（Ｘ）n－ＰＳ3
2-、－（Ｘ）n－ＰＳ2

-、－（Ｘ）n－ＰＯＳ-、－（Ｘ）n－ＰＯ2
-、

－（Ｘ）n－ＰＯ3
2-、－（Ｘ）n－ＣＯ2

-、－（Ｘ）n－ＣＳ2
-、－（Ｘ）n－ＣＯＳ-、－

（Ｘ）n－Ｃ（Ｓ）ＮＨＯＨ、－（Ｘ）n－Ｓ-からなる群から選択され、この場合Ｘは、
Ｏ、Ｓ、ＮＨ、ＣＨ2からなる群から選択され、ｎは、０、１または２であり、前記陰イ
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オン性基は、水素、ＮＲ4
+、但し、この場合Ｒは互いに独立に水素および／またはＣ1～

Ｃ8アルキルであるものとし、アルカリ金属またはアルカリ土類金属からなる群から選択
される陽イオンを有していてもよい〕で示される化合物が使用され、および少なくとも１
つの第２の界面活性剤が、一般式（ＩＩＩ）
Ｂ－Ｙ　（ＩＩＩ）
〔式中、
Ｂは、直鎖状または分枝鎖状のＣ3～Ｃ30アルキル、Ｃ3～Ｃ30ヘテロアルキル、置換され
ていないかまたは置換されたＣ6～Ｃ30アリール、置換されていないかまたは置換された
Ｃ6～Ｃ30ヘテロアルキル、Ｃ6～Ｃ30アラルキルから選択され、および
Ｙは、－（Ｘ）n－ＳｉＨａｌ3、－（Ｘ）n－ＳｉＨＨａｌ2、－（Ｘ）n－ＳｉＨ2Ｈａｌ
、陰イオン性基－（Ｘ）n－ＳｉＯ3

3-、－（Ｘ）n－ＣＯ2
-、－（Ｘ）n－ＰＯ3

2-、－（
Ｘ）n－ＰＯ2Ｓ

2-、－（Ｘ）n－ＰＯＳ2
2-、－（Ｘ）n－ＰＳ3

2-、－（Ｘ）n－ＰＳ2
-、

－（Ｘ）n－ＰＯＳ-、－（Ｘ）n－ＰＯ2
-、－（Ｘ）n－ＣＯ2

-、－（Ｘ）n－ＣＳ2
-、－

（Ｘ）n－ＣＯＳ-、－（Ｘ）n－Ｃ（Ｓ）ＮＨＯＨ、－（Ｘ）n－Ｓ-、および－（Ｘ）n－
Ｓｉ（ＯＺ）3からなる群から選択され、但し、この場合、Ｈａｌは、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、
Ｉであり、Ｘは、Ｏ、Ｓ、ＮＨ、ＣＨ2であり、ｎは、０、１または２でり、Ｚは、電荷
、水素または短鎖状アルキル基であるものとし、前記陰イオン性基は、水素、ＮＲ4

+、但
し、この場合Ｒは互いに独立に水素および／またはＣ1～Ｃ8アルキルからなるであるもの
とし、アルカリ金属、アルカリ土類金属または亜鉛からなる群から選択される陽イオンを
有していてもよい〕で示される化合物から選択され、
少なくとも１つの粒子Ｐが少なくとも１つの金属化合物および／または炭を含有し、
少なくとも１つの磁性粒子ＭＰが、磁性金属およびその混合物、磁性金属の強磁性合金お
よびその混合物、磁性酸化鉄、一般式（ＩＩ）
Ｍ2+

xＦｅ2+
1-xＦｅ3+

2Ｏ4　（ＩＩ）
〔式中、Ｍは、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｚｎおよびこれらの混合物から選択され、および
ｘは、１以下である〕で示される立方晶フェライト、六方晶フェライトおよびその混合物
からなる群から選択される、
上記凝集塊。
【請求項２】
　それぞれ全凝集塊に対して、表面が少なくとも１つの第１の界面活性剤で疎水化された
少なくとも１つの粒子Ｐは、１０～９０質量％であり、および表面が少なくとも１つの第
２の界面活性剤で疎水化された少なくとも１つの磁性粒子ＭＰは、１０～９０質量％であ
り、この場合総和は、それぞれ１００質量％である、請求項１に記載の凝集塊。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の凝集塊の製造法であって、少なくとも１つの第１の界面活性
剤で疎水化された粒子Ｐと少なくとも１つの第２の界面活性剤で疎水化された磁性粒子Ｍ
Ｐとを接触させ、凝集塊を得ることを含む、請求項１または２に記載の凝集塊の製造法。
【請求項４】
　粒子Ｐおよび他の成分を含有する混合物から粒子Ｐを分離するための請求項１から３ま
でのいずれか１項に記載の凝集塊の使用方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６７】
　実施例
　磁鉄鉱３ｇ（Ｆｅ3Ｏ4、直径４μｍ）を水３０ｍｌ中のオクチルホスホン酸０．５質量
％と一緒に半時間強力に攪拌する（２００ｒｐｍ）。引続き、液状成分を真空中で除去す
る。次に、硫化Ｃｕ０．７質量％を含有する鉱石混合物１００ｇを添加する。この鉱石混
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合物の主成分は、ＳｉＯ2である。この鉱石混合物および疎水化された磁鉄鉱にオクチル
ザンテート１ｋｇ／ｔを添加し、この系を５分間遊星ボールミル（２００ｒｐｍ、ＺｒＯ

2ボール、直径１．７～２．３ｍｍ）中で処理する。引続き、この系を水中に添加する。
この媒体中で、本発明による疎水性凝集塊は、疎水性磁鉄鉱と選択的に疎水化された硫化
銅との間で形成する。この凝集塊は、強力な永久磁石の作用によって３２０ｍｍ／秒を上
廻る流速で磁石に対して垂直方向に留めておくことができ、この場合疎水性凝集塊は、破
壊されることがない。
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